
公共下水道 1（議第19号）

議第19号

平成26年度京都市公共下水道事業特別会計予算

（総則）

第１条　平成26年度京都市公共下水道事業特別会計の予算は，次に定めると

ころによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は，次のとおりとする。

区　　分
事　　項 　事 業 量　 　　概 要　　

年 間 流 入 下 水 量
m3

353,155,000

１ 日 平 均 流 入 下 水 量 968,000

主 要 な 建 設 改 良 事 業
千円

　公共下水道建設事業 17,900,000

　　下水道機能維持・向上対策　　　　　　　 9,929,000 地震対策及び改築更新

　　浸 水 対 策 4,028,000 雨水幹線の整備等

　　水 環 境 対 策 3,396,000 合流式下水道の改善及び高度処
理施設の整備　　　　　　　

　　創エネルギー対策 547,000 大規模太陽光発電設備の設置等

（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収　　　　入

第１款　公共下水道事業収益　 53,398,000千円

　第１項　事 業 収 益 44,937,254千円

　第２項　事 業 外 収 益 8,104,874千円

　第３項　特 別 利 益 355,872千円

支　　　　出

第１款　公共下水道事業費用　 52,487,000千円
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　第１項　事 業 費 用 40,366,066千円

　第２項　事 業 外 費 用 8,225,163千円

　第３項　特 別 損 失 3,895,771千円

（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額21,233,000千円は，当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額764,000千円，当年度利益剰余金処分額及

び損益勘定留保資金20,469,000千円で補塡するものとする。）。

収　　　　入

第１款　公共下水道事業資本的収入 21,023,727千円

　第１項　企 業 債 13,920,000千円

　第２項　出 資 金 1,894,922千円

　第３項　国 庫 補 助 金 4,983,560千円

　第４項　工 事 負 担 金 219,844千円

　第５項　そ の 他 資 本 的 収 入 5,401千円

第２款　水洗便所築造工事資金貸付事業資本的収入　　　　　 21,273千円

　第１項　貸 付 金 回 収 金 9,273千円

　第２項　他 会 計 借 入 金 12,000千円

　　　　合　　　　　計 21,045,000千円

支　　　　出

第１款　公共下水道事業資本的支出 42,256,727千円

　第１項　建 設 改 良 費 18,850,586千円

　第２項　企 業 債 償 還 金 23,406,141千円

第２款　水洗便所築造工事資金貸付事業資本的支出　　　　　 21,273千円

　第１項　貸 付 金 17,265千円

　第２項　他会計借入金償還金 4,008千円
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　　　　合　　　　　計 42,278,000千円

（債務負担行為）

第５条　債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のと

おりと定める。

　事 項　 　　期 間　　 　限 度 額　

公 共 下 水 道 建 設 事 業 平成27年度から平成29年度
まで　　　　　　　　　

千円
13,000,000

施 設 運 転 管 理 等 業 務 平成27年度から平成30年度
まで　　　　　　　　　 1,058,000

（企業債）

第６条　起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のと

おりと定める。

　起 債 の 目 的　 限　　度　　額 起債の方法 利　率 償還の方法

公共下水道建設事業費

千円

9,890,000 発行価格が額面金額を下回
るときは，そ
の発行価格差
減額を埋める
ため必要な金
額をこれに加
算した額

証 券 発 行
（他の地方
公共団体と
の共同発行
を含む。）
又は消費貸
借の方法に
よる。

％

8.0以内

起債の日から据
置期間を含め40
年以内に，元利
均等その他の方
法により償還す
る。ただし，財
政の都合その他
によっては，繰
上償還をするこ
とができる。

流域下水道建設分担金 317,000

計 10,207,000

（一時借入金）

第７条　一時借入金の限度額は，10,000,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次の

とおりと定める。

　⑴　消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における事業費用及び事業

外費用の間の流用
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（利益剰余金の処分）

第９条　当年度利益剰余金のうち911,000千円は，次のとおり処分するもの

と定める。

　　　　減債積立金 911,000千円　　

（たな卸資産購入限度額）

第10条　たな卸資産の購入限度額は，7,000千円と定める。

平成26年２月14日提出

京 都 市 長 門 川 大 作


